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広島のプロ野球チームと同じになっちゃいますが、「赤」です

ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今

度また、もっと勉強して行ったらまた違った色に見えるのか

もしれないし、年齢を重ねてまたその土地を訪れるごとに、

多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで

すよね！

そうですね。旅には“観光地を楽しむ”っていう目的はもちろ

んあるんですけど、危険がない範囲でちょっと裏道に入って

みたり、実際にどういう場所なのかを見るっていうのは、

SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと

だなって思いますね。やっぱり良い部分っていうのはたくさ

ん宣伝されるから見えるけど、そうじゃない課題になってい

る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく

ると思うんです。それができなくても、ちょっと裏道に入って

「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！

―京都の良さはどんなところだと思いますか？

―オススメの京都の観光スポットってありますか？

―プラッと歩けば（笑）。ガイドブックを見ずに歩いてみる

のも楽しそうですよね。

―トラウデンさんは京都のご出身ということで、京都といえ

ば人気の観光地ですが、暮らす側としてはどんな街なの

でしょうか？

―なるほど。ちなみに、トラウデンさんはモデルのお仕事

をされていますが、旅先のファッションにこだわりはあり

ますか？ 

―大変な時代ですね…。トラウデンさんは大学生活を送り

つつ、モデルやテレビのお仕事もされていますが、プライ

ベートの時間って取れていますか？

―学生さんも先生も探り探りっていう感じなんですね？

―アクティブですね！どちらかというとアウトドア派ですか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

18年住んでももっと深掘りしたくなる、
生まれ育った街・京都の魅力

旅をする時は、自分を
好きでいられる服を身に纏う

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、

当たり前に取り組んでいかなくてはいけないことで、必要な

価値観だなっていうのを感じたのがきっかけです。

挙げるのは難しいですね。例えばドイツは政府が具体的な

環境目標をしっかりと設定していますよね。私も研修旅行で

先進的な取り組みを見て環境先進国だなと思ったんです。

でも、実際の街中を観察してみるとペットボトル飲料が当た

り前に飲まれていて、実は日本の方がよっぽどリサイクル率

が高かったりするんですよ。

急がないで一つひとつを丁寧にしていくことが本当に一番

サステイナブルに近づける道だなって思うんです。例えば

身の回りのもの、服を買うにしてもスーパーでお野菜を買う

にしても、その状態だけを見ないで、その裏にどんなもの

が、どのように作られて、どこからそこに運ばれる過程で、ど

んなトラックに載ってきたかとか、考えを巡らせるだけでも

全然違うと思うんですよね。そこに倫理的にちょっとおかし

いなっていう部分がある時に、ちょっと「んっ？」って思う部

分って誰でもあると思うんですね。でも知らなかったらなん

とも思わずにただ消費するだけになるので、一つひとつの

ことを丁寧にしていく、見ていく、過ごす、っていうのがやっ

ぱりサステイナブルというか、エシカル（倫理的）な社会に

近づく一歩なのかなと感じます。

エシカルファッションは、私自身とても葛藤の多い領域で

す。いくらエシカルを謳った洋服を買っても、それを２～３

回しか着ないっていうのはエシカルじゃないですよね。そ

れに、素材に関しても、今はポリエステルとか化学繊維より

もコットンの方が良いって言われることもありますけど、

コットンを作る過程、綿花の栽培には大量の水が必要だっ

たり、安い賃金で働かされる子供がいたり、コットンだから

環境に良いっていう訳でもない。むしろコットンの方が環境

に悪かったりもするので、今すごくホットな話題というか、

盛り上がりを見せています。

個人的には、エシカルファッション、サステイナブルなファッ

ションを実現するには、“ひたすら消費し続けるだけで良い

のか”っていう根本に立ち返って、丁寧に服を選んで着るっ

ていう、ちょっと一歩立ち止まって考える必要があるかなと

考えています。ただ、今は“服を見せて、買ってもらう”という

お仕事をしているので、すごく私自身の中で葛藤はあります

ね。難しい……。

高校生の時にフードバンク活動※をしていて、そこで出会っ

た方から「足るを知る」という言葉を学んだんです。自分がい

かに恵まれているかというか、自分の身の回りにあるもので

自分の生活が成り立っているということに「足りているな」っ

て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ

とですし、とても大事なことだなって思うんですね。今の世の

中のあり方だとどうしても消費をしなければいけない構造に

なっていますが、自分の幸せのためにも、「足りているな」っ

ていう感覚、「今、私はすごく幸せだな」って思える感覚を大

事にして生きていきたいな、と日々思っています。

―今はコロナ禍で日常生活でも様々な制限がありますが、

現役大学生のトラウデンさんの学校生活にも変化はあり

ましたか？
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トラウデン 直美
モデル・タレント・キャスター

「才色兼備」という言葉がぴったりな女性といえば、

トラウデン直美さんを思い浮かべる方も

多いのではないでしょうか。

13歳で雑誌『CanCam』の史上最年少専属モデルとして

デビューしたトラウデンさんは、

現在は現役大学生として政治学や語学を学びながら、

モデル活動やテレビ番組のキャスター、

コメンテーターとして活躍しています。

モデル・タレント活動と学業の合間をぬって

一人旅に出かけるほどの旅好きな彼女は、

旅先でどのように過ごし、

どのようなことを感じ取っているのでしょうか。

現在トラウデンさんが強い関心を持たれているという

「SDGs」の問題にも触れながら、

ざっくばらんに話していただきました。



広島のプロ野球チームと同じになっちゃいますが、「赤」です

ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今

度また、もっと勉強して行ったらまた違った色に見えるのか

もしれないし、年齢を重ねてまたその土地を訪れるごとに、

多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで

すよね！

そうですね。旅には“観光地を楽しむ”っていう目的はもちろ

んあるんですけど、危険がない範囲でちょっと裏道に入って

みたり、実際にどういう場所なのかを見るっていうのは、

SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと

だなって思いますね。やっぱり良い部分っていうのはたくさ

ん宣伝されるから見えるけど、そうじゃない課題になってい

る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく

ると思うんです。それができなくても、ちょっと裏道に入って

「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！

―京都の良さはどんなところだと思いますか？

―オススメの京都の観光スポットってありますか？

―プラッと歩けば（笑）。ガイドブックを見ずに歩いてみる

のも楽しそうですよね。

―トラウデンさんは京都のご出身ということで、京都といえ

ば人気の観光地ですが、暮らす側としてはどんな街なの

でしょうか？

―なるほど。ちなみに、トラウデンさんはモデルのお仕事

をされていますが、旅先のファッションにこだわりはあり

ますか？ 

―大変な時代ですね…。トラウデンさんは大学生活を送り

つつ、モデルやテレビのお仕事もされていますが、プライ

ベートの時間って取れていますか？

―学生さんも先生も探り探りっていう感じなんですね？

―アクティブですね！どちらかというとアウトドア派ですか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

18年住んでももっと深掘りしたくなる、
生まれ育った街・京都の魅力

旅をする時は、自分を
好きでいられる服を身に纏う

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、
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て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ
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一人旅に出かけるほどの旅好きな彼女は、

旅先でどのように過ごし、

どのようなことを感じ取っているのでしょうか。

現在トラウデンさんが強い関心を持たれているという

「SDGs」の問題にも触れながら、

ざっくばらんに話していただきました。



広島のプロ野球チームと同じになっちゃいますが、「赤」です

ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今

度また、もっと勉強して行ったらまた違った色に見えるのか

もしれないし、年齢を重ねてまたその土地を訪れるごとに、

多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで

すよね！

そうですね。旅には“観光地を楽しむ”っていう目的はもちろ

んあるんですけど、危険がない範囲でちょっと裏道に入って

みたり、実際にどういう場所なのかを見るっていうのは、

SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと

だなって思いますね。やっぱり良い部分っていうのはたくさ

ん宣伝されるから見えるけど、そうじゃない課題になってい

る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく

ると思うんです。それができなくても、ちょっと裏道に入って

「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！
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―広島はどのような色のイメージですか？

―やっぱり教科書や文献だけではなく、実際にその土地に

行ってみないとわからないことっていっぱいありますよね。

―トラウデンさんはSDGs「Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標）」に関心を持っていらっ

しゃって、報道番組での取材や雑誌での発信もされていま

すよね。旅とSDGsって繋がることも多いと思うんですけ

ど、旅先でSDGsについて意識されることはありますか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

旅先の歴史的背景を学び
自分の中に取り込みたい

―広島も思い出に残っている旅先のひとつとおっしゃって

いましたが、いつ頃行かれましたか？

―ちなみにアムステルダムはトラウデンさんにとって何色

ですか？

―なるほど。するとドイツよりはオランダの方が好きですか？

―土地の雰囲気を色で例えるって面白いですね！お父様の

故郷がドイツとのことですが、ドイツは何色のイメージで

すか？

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、

当たり前に取り組んでいかなくてはいけないことで、必要な

価値観だなっていうのを感じたのがきっかけです。

挙げるのは難しいですね。例えばドイツは政府が具体的な

環境目標をしっかりと設定していますよね。私も研修旅行で

先進的な取り組みを見て環境先進国だなと思ったんです。

でも、実際の街中を観察してみるとペットボトル飲料が当た

り前に飲まれていて、実は日本の方がよっぽどリサイクル率

が高かったりするんですよ。

急がないで一つひとつを丁寧にしていくことが本当に一番

サステイナブルに近づける道だなって思うんです。例えば

身の回りのもの、服を買うにしてもスーパーでお野菜を買う

にしても、その状態だけを見ないで、その裏にどんなもの

が、どのように作られて、どこからそこに運ばれる過程で、ど

んなトラックに載ってきたかとか、考えを巡らせるだけでも

全然違うと思うんですよね。そこに倫理的にちょっとおかし

いなっていう部分がある時に、ちょっと「んっ？」って思う部

分って誰でもあると思うんですね。でも知らなかったらなん

とも思わずにただ消費するだけになるので、一つひとつの

ことを丁寧にしていく、見ていく、過ごす、っていうのがやっ

ぱりサステイナブルというか、エシカル（倫理的）な社会に

近づく一歩なのかなと感じます。

観光地の表面を消費するだけじゃなく
ちょっぴり裏側で見つかる
持続可能な社会へのヒント

その土地のことを勉強したり、
何度も足を運ぶと
見えてくることは違ってくる

―旅する時はフラッと行くタイプですか？それとも何か目

的を持って行きますか？

―その楽しみ方、すごく面白いですね！これまでに特に印

象に残っている場所はどこですか？

エシカルファッションは、私自身とても葛藤の多い領域で

す。いくらエシカルを謳った洋服を買っても、それを２～３

回しか着ないっていうのはエシカルじゃないですよね。そ

れに、素材に関しても、今はポリエステルとか化学繊維より

もコットンの方が良いって言われることもありますけど、

コットンを作る過程、綿花の栽培には大量の水が必要だっ

たり、安い賃金で働かされる子供がいたり、コットンだから

環境に良いっていう訳でもない。むしろコットンの方が環境

に悪かったりもするので、今すごくホットな話題というか、

盛り上がりを見せています。

個人的には、エシカルファッション、サステイナブルなファッ

ションを実現するには、“ひたすら消費し続けるだけで良い

のか”っていう根本に立ち返って、丁寧に服を選んで着るっ

ていう、ちょっと一歩立ち止まって考える必要があるかなと

考えています。ただ、今は“服を見せて、買ってもらう”という

お仕事をしているので、すごく私自身の中で葛藤はあります

ね。難しい……。

高校生の時にフードバンク活動※をしていて、そこで出会っ

た方から「足るを知る」という言葉を学んだんです。自分がい

かに恵まれているかというか、自分の身の回りにあるもので

自分の生活が成り立っているということに「足りているな」っ

て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ

とですし、とても大事なことだなって思うんですね。今の世の

中のあり方だとどうしても消費をしなければいけない構造に

なっていますが、自分の幸せのためにも、「足りているな」っ

ていう感覚、「今、私はすごく幸せだな」って思える感覚を大

事にして生きていきたいな、と日々思っています。
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ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今
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多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで
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SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと
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る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく
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「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！
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―広島はどのような色のイメージですか？

―やっぱり教科書や文献だけではなく、実際にその土地に

行ってみないとわからないことっていっぱいありますよね。

―トラウデンさんはSDGs「Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標）」に関心を持っていらっ

しゃって、報道番組での取材や雑誌での発信もされていま

すよね。旅とSDGsって繋がることも多いと思うんですけ

ど、旅先でSDGsについて意識されることはありますか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

旅先の歴史的背景を学び
自分の中に取り込みたい

―広島も思い出に残っている旅先のひとつとおっしゃって

いましたが、いつ頃行かれましたか？

―ちなみにアムステルダムはトラウデンさんにとって何色

ですか？

―なるほど。するとドイツよりはオランダの方が好きですか？

―土地の雰囲気を色で例えるって面白いですね！お父様の

故郷がドイツとのことですが、ドイツは何色のイメージで

すか？

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、

当たり前に取り組んでいかなくてはいけないことで、必要な

価値観だなっていうのを感じたのがきっかけです。

挙げるのは難しいですね。例えばドイツは政府が具体的な

環境目標をしっかりと設定していますよね。私も研修旅行で

先進的な取り組みを見て環境先進国だなと思ったんです。

でも、実際の街中を観察してみるとペットボトル飲料が当た

り前に飲まれていて、実は日本の方がよっぽどリサイクル率

が高かったりするんですよ。

急がないで一つひとつを丁寧にしていくことが本当に一番

サステイナブルに近づける道だなって思うんです。例えば

身の回りのもの、服を買うにしてもスーパーでお野菜を買う

にしても、その状態だけを見ないで、その裏にどんなもの

が、どのように作られて、どこからそこに運ばれる過程で、ど

んなトラックに載ってきたかとか、考えを巡らせるだけでも

全然違うと思うんですよね。そこに倫理的にちょっとおかし

いなっていう部分がある時に、ちょっと「んっ？」って思う部

分って誰でもあると思うんですね。でも知らなかったらなん

とも思わずにただ消費するだけになるので、一つひとつの

ことを丁寧にしていく、見ていく、過ごす、っていうのがやっ

ぱりサステイナブルというか、エシカル（倫理的）な社会に

近づく一歩なのかなと感じます。

観光地の表面を消費するだけじゃなく
ちょっぴり裏側で見つかる
持続可能な社会へのヒント

その土地のことを勉強したり、
何度も足を運ぶと
見えてくることは違ってくる

―旅する時はフラッと行くタイプですか？それとも何か目

的を持って行きますか？

―その楽しみ方、すごく面白いですね！これまでに特に印

象に残っている場所はどこですか？

エシカルファッションは、私自身とても葛藤の多い領域で

す。いくらエシカルを謳った洋服を買っても、それを２～３

回しか着ないっていうのはエシカルじゃないですよね。そ

れに、素材に関しても、今はポリエステルとか化学繊維より

もコットンの方が良いって言われることもありますけど、

コットンを作る過程、綿花の栽培には大量の水が必要だっ

たり、安い賃金で働かされる子供がいたり、コットンだから

環境に良いっていう訳でもない。むしろコットンの方が環境

に悪かったりもするので、今すごくホットな話題というか、

盛り上がりを見せています。

個人的には、エシカルファッション、サステイナブルなファッ

ションを実現するには、“ひたすら消費し続けるだけで良い

のか”っていう根本に立ち返って、丁寧に服を選んで着るっ

ていう、ちょっと一歩立ち止まって考える必要があるかなと

考えています。ただ、今は“服を見せて、買ってもらう”という

お仕事をしているので、すごく私自身の中で葛藤はあります

ね。難しい……。

高校生の時にフードバンク活動※をしていて、そこで出会っ

た方から「足るを知る」という言葉を学んだんです。自分がい

かに恵まれているかというか、自分の身の回りにあるもので

自分の生活が成り立っているということに「足りているな」っ

て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ

とですし、とても大事なことだなって思うんですね。今の世の

中のあり方だとどうしても消費をしなければいけない構造に

なっていますが、自分の幸せのためにも、「足りているな」っ

ていう感覚、「今、私はすごく幸せだな」って思える感覚を大

事にして生きていきたいな、と日々思っています。
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広島のプロ野球チームと同じになっちゃいますが、「赤」です

ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今

度また、もっと勉強して行ったらまた違った色に見えるのか

もしれないし、年齢を重ねてまたその土地を訪れるごとに、

多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで

すよね！

そうですね。旅には“観光地を楽しむ”っていう目的はもちろ

んあるんですけど、危険がない範囲でちょっと裏道に入って

みたり、実際にどういう場所なのかを見るっていうのは、

SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと

だなって思いますね。やっぱり良い部分っていうのはたくさ

ん宣伝されるから見えるけど、そうじゃない課題になってい

る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく

ると思うんです。それができなくても、ちょっと裏道に入って

「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！

―トラウデンさんがSDGsに興味を持ったきっかけはどの

ようなことですか？

―確かに。観光地だけを巡ると、表面的なことしか見えていな

くて、結局テレビとかで見聞きしたのと同じ情報しか得られ

ないかもしれませんよね。

―今まで訪れた中で、とりわけしっかりとSDGsを推進してい

るなっていう印象が強い国はありますか？

―なるほど。それも現地に行ったからこそ気付けたことで

すね！サステイナブルな世の中に近付くために大切にさ

れていることはありますか？

―その土地の課題を見てみようという目線で旅をした時に、

「おや？」って思った部分だったりとか、気付きみたいなこと

とか、何か象徴的な出来事ってありますか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、

当たり前に取り組んでいかなくてはいけないことで、必要な

価値観だなっていうのを感じたのがきっかけです。

挙げるのは難しいですね。例えばドイツは政府が具体的な

環境目標をしっかりと設定していますよね。私も研修旅行で

先進的な取り組みを見て環境先進国だなと思ったんです。

でも、実際の街中を観察してみるとペットボトル飲料が当た

り前に飲まれていて、実は日本の方がよっぽどリサイクル率

が高かったりするんですよ。

急がないで一つひとつを丁寧にしていくことが本当に一番

サステイナブルに近づける道だなって思うんです。例えば

身の回りのもの、服を買うにしてもスーパーでお野菜を買う

にしても、その状態だけを見ないで、その裏にどんなもの

が、どのように作られて、どこからそこに運ばれる過程で、ど

んなトラックに載ってきたかとか、考えを巡らせるだけでも

全然違うと思うんですよね。そこに倫理的にちょっとおかし

いなっていう部分がある時に、ちょっと「んっ？」って思う部

分って誰でもあると思うんですね。でも知らなかったらなん

とも思わずにただ消費するだけになるので、一つひとつの

ことを丁寧にしていく、見ていく、過ごす、っていうのがやっ

ぱりサステイナブルというか、エシカル（倫理的）な社会に

近づく一歩なのかなと感じます。

「足るを知る」という感覚を
これからも大切にし続けたい

―モデルとして活動されているトラウデンさんにとって

も縁が深いファッション業界も、近年はエシカル

ファッション（生産に関わるすべての人と地球環境に

配慮したファッションのこと）への関心が高まってい

ますよね。

一つひとつの物事を丁寧に
見つめることが、SDGs実現の第一歩
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エシカルファッションは、私自身とても葛藤の多い領域で

す。いくらエシカルを謳った洋服を買っても、それを２～３

回しか着ないっていうのはエシカルじゃないですよね。そ

れに、素材に関しても、今はポリエステルとか化学繊維より

もコットンの方が良いって言われることもありますけど、

コットンを作る過程、綿花の栽培には大量の水が必要だっ

たり、安い賃金で働かされる子供がいたり、コットンだから

環境に良いっていう訳でもない。むしろコットンの方が環境

に悪かったりもするので、今すごくホットな話題というか、

盛り上がりを見せています。

個人的には、エシカルファッション、サステイナブルなファッ

ションを実現するには、“ひたすら消費し続けるだけで良い

のか”っていう根本に立ち返って、丁寧に服を選んで着るっ

ていう、ちょっと一歩立ち止まって考える必要があるかなと

考えています。ただ、今は“服を見せて、買ってもらう”という

お仕事をしているので、すごく私自身の中で葛藤はあります

ね。難しい……。

高校生の時にフードバンク活動※をしていて、そこで出会っ

た方から「足るを知る」という言葉を学んだんです。自分がい

かに恵まれているかというか、自分の身の回りにあるもので

自分の生活が成り立っているということに「足りているな」っ

て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ

とですし、とても大事なことだなって思うんですね。今の世の

中のあり方だとどうしても消費をしなければいけない構造に

なっていますが、自分の幸せのためにも、「足りているな」っ

ていう感覚、「今、私はすごく幸せだな」って思える感覚を大

事にして生きていきたいな、と日々思っています。

ヘアメイク：KIKKU／スタイリスト：橘内茜／フォト：小林潤次(七彩工房)

※フードバンク活動…食品企業の製造工程で発生する包装の破損や過剰在庫、印字
ミスといった規格外の食品ロスを引き取り、福祉施設や生活困窮者の支援団体等へ
無料で届ける活動
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広島のプロ野球チームと同じになっちゃいますが、「赤」です

ね。朱色じゃなくて赤という感じがしました。あとはスーッと

何かを達観したような部分もあるなと感じたので、青も。細

い青と分厚い赤みたいなイメージがあります。

そうですね。何も調べずにただ訪れただけでは得られるも

のはなかったかもしれません。ある程度インプットした上で

行くと、得られるものがまた全然違うと思うんです。そして今

度また、もっと勉強して行ったらまた違った色に見えるのか

もしれないし、年齢を重ねてまたその土地を訪れるごとに、

多分見えてくることも違うと思います。それも旅の楽しさで

すよね！

そうですね。旅には“観光地を楽しむ”っていう目的はもちろ

んあるんですけど、危険がない範囲でちょっと裏道に入って

みたり、実際にどういう場所なのかを見るっていうのは、

SDGsの課題を知るという観点からするととても大事なこと

だなって思いますね。やっぱり良い部分っていうのはたくさ

ん宣伝されるから見えるけど、そうじゃない課題になってい

る部分って、実際にその土地に行ってその土地の言語で調

べないと、あまり出てこなくて。でも、その土地の言語なんて

全部が全部できる訳じゃないから、自分の眼で見てみて、そ

のかけらを感じてみる。それこそ日本の問題、抱えている問

題って私たちは住んでいるからこそ感じることってたくさん

あると思うんですけど、外国の方ってそれは見えづらいじゃ

ないですか？そういった部分を、できれば現地の方と仲良く

なって聞き出せると本当は興味深いことがたくさん出てく

ると思うんです。それができなくても、ちょっと裏道に入って

「おや？」っていうのを見つけてみるとか。ただ、旅行中ずっ

ドイツって私にとって難しくてあまり色に例えられないんで

すけど、何だろうなぁ……強いて言うなら「黄土色」かな？黄

色ほど明るく浮き足立っていないというか、そこまでハツラ

ツとしていないですね。それでいて緩さもあって。お堅くいた

いのかそうじゃないのかよくわからなくて「どっちなの？」って

いう印象です（笑）。田舎に行くと、ケルンから数駅離れた祖

父の家の周りの人とかは割と緩いし、なんか田舎のおじい

ちゃんおばあちゃんたちだなって感じなんですけど、街中に

行くとやっぱりすごい栄えているし、発展している。若者も元

気な感じでウェイウェイしてたりして（笑）。実際の雰囲気と国

家的なイメージのギャップがある国だなって。

それが、旅行したいなって思うのはオランダかもしれないで

すが国としてはドイツの方が好きなんですよね、結局（笑）。

雰囲気なのかな？ 

大学１年生の３月頃だったと思います。元々は勉強しにいく

つもりで行ったんです。というのも、中学校・高校の時に、どち

らも修学旅行の行き先が沖縄で、沖縄戦の平和学習はした

んですけど、広島の原爆について学ぶ機会がなくて。自分で

学べば良かったんですけど、なかなか実行できていなくて。

日本で生まれ育っているのに広島の歴史を知らないままで

いたくないなって思ったのがきっかけですね。

その時は一人旅だったのですが、あらかじめ勉強をしてから

行きました。広島のことはなるべくフラットに学びたいと考え

ていたので、感情移入しすぎないように割と淡々といろいろ

見て回りました。「ああ、こういう感じだったんだな」「ああ、も

う70年以上前なのか」と思いながら。広島の原爆は、私が生

まれ育った京都との繋がりもあったりするんです。元々は京

都が爆撃地に選ばれたかもしれないという話を現地の方か

ら聞いたりしましたね。

この時の一人旅ではすべての時間を勉強に費やすんじゃなく

て、宮島に行って弥山に登るアクティビティの日も作って、3日間

現地に滞在したんですけど、広島には「前に進もう」という力が

すごくある街だなと感じましたね。ちゃんと栄えていて、被爆地

という過去を背負いながらも前向きなパワーがありました。

る写真がいつもなくて困っちゃうんですけどね……。

私は旅に出たら何かしら学んで帰ってこよう、と思っていま

す。せっかく行くのであれば、楽しむだけでなく「この街が持

つ特有の雰囲気はどのような経緯で生まれたんだろう？」と

か。少しでも現地で感じ取れたらいいなと思っているので、

歴史的なものに触れてみたりしますね。ガチガチに勉強して

いくというよりも、そこの空気感やそこで積み重ねられた歴

史の上にある風景みたいなものを感じた上で、歴史もちょっ

と勉強して、まあ歴史じゃなくても別にいいんですけど（笑）。

少しでも旅先の土地への理解を深めて、自分の中に取り込ん

でから帰ってきたいなって思ってます。

訪れた場所はどこも印象に残っていて、「あそこはあんな空

気感だったな」とか、「あそこの雰囲気は何色の雰囲気だっ

たな」とか、結構フワッとしたイメージで覚えていたりします。

あえてピックアップするなら、オランダのアムステルダムはす

ごく良かったし、あとは広島も私の中で特に思い出に残って

ますね。

「オレンジ色」ですね。アムステルダムには「何でも良いじゃ

ん！」みたいな、すごく自由な雰囲気があって。父の故郷がオ

ランダの隣のドイツなので、ドイツにはよく行くのですが、隣

の国なのに全然雰囲気が違うんです！アムステルダムって

Nederland（低地）だから土地としては低くはあるんだけど、

マインドが一個高い位置にあるなぁ、と。全部イメージで覚

えているので言葉にするのが難しいんですけど、そういう雰

囲気的な「軽さ」が表面にあって、でもやっぱり歴史的な背景

にはちょっと深いところにグレーがあるな、というイメージで

す。伝わりにくいと思うんですけど……（笑）。

すごく「芯」のある街です。観光地としての顔と、伝統的な顔

があると思うんですけど、うまい具合にどちらも大切にしな

がら、でも筋は通すというイメージを持っています。

うーん……全部です！私は地元がすごく大好きで。テレビと

かでは「京都の人はいけず（いじわる）」って言われたりする

こともあるんですけど、色んなセルフプロデュースのある面

白さというか、色んな発見がある街です！私も18年住んでい

ましたが、多分３～５％も知っているかな？っていうくらい、

掘れば掘るほど魅力が出てくる場所だなって思っています。

京都に来る時って、おそらく河原町とか祇園とか清水とかに

行っちゃうと思うんですけど、ちょっと遠くなるけど嵐山や鞍

馬に行ってみると、またちょっと違った空気の流れが見られ

ると思います。それ以外にも、本当にお寺とか神社が大量に

あるので、メジャーどころではない自分のお気に入りのお寺

を探してみるのも面白いかもしれませんね。プラッと歩けば

寺に当たるので（笑）。

街並みがやっぱり素敵なので、そういうのも楽しいかも。あと

は大学も結構あるから、学生向けのB級グルメ旅も楽しいと

思います！京都の食事は湯豆腐とかおばんざい、懐石料理の

イメージがあるかもしれないけれど、実はB級グルメもたく

さんあるんですよ！関西なのでお好み焼きとかたこ焼きとか

もありますし、ラーメンやパンも有名。スイーツも和菓子系も

洋菓子系もすごくバリエーション豊富なので、そういう食べ

物を探しながら旅するのもきっと楽しいはずです！

―トラウデンさんがSDGsに興味を持ったきっかけはどの

ようなことですか？

―確かに。観光地だけを巡ると、表面的なことしか見えていな

くて、結局テレビとかで見聞きしたのと同じ情報しか得られ

ないかもしれませんよね。

―今まで訪れた中で、とりわけしっかりとSDGsを推進してい

るなっていう印象が強い国はありますか？

―なるほど。それも現地に行ったからこそ気付けたことで

すね！サステイナブルな世の中に近付くために大切にさ

れていることはありますか？

―その土地の課題を見てみようという目線で旅をした時に、

「おや？」って思った部分だったりとか、気付きみたいなこと

とか、何か象徴的な出来事ってありますか？

そうですね、授業はすべてオンラインなので今年はまだ一度

もキャンパスに行けていないんです。講義型の授業は動画

で受けて、ゼミや語学の授業はWeb会議システムを使って同

時配信形式で行っています。ゼミの仲間とは授業以外の時間

でもWeb会議システムで話したりとかはしているんですけ

ど、直接会っていないからどういう空気感なのかまだわから

ないですね。

そうですね。私が通っている大学は、１・２年生と３・４年生

は違うキャンパスなんです。１・２年生の時は大学生になり

たてのちょっと浮き足立った雰囲気を味わったので、３・４

年生のキャンパスのしっかり「勉強」っていう空気を楽しみに

していたのですが……。

運動が結構好きなので、身体を動かすようにしています。あ

と最近ハマっているのが、プラプラとなんのあてもなく散歩

するっていう（笑）。１時間とか２時間とか歩いています。家

にいる時間は掃除ばかりしていますね。特別きれい好きって

訳じゃないんですけど、掃除すると落ち着くというか、心が休

まるというか。

普段はアウトドア派でもインドア派でもあるんです。それこ

そ自粛期間はずっと家にいろって言われたら苦ではないと

思います。でも「旅に出よう！」ってなるとそれこそ散歩が好き

なので、訪れた先でいろいろ見て回ってできることを探した

いなって思いますね。

基本的にはラクな格好ですね。それでいて、好きな自分でい

られる格好というか、一番ナチュラルな自分でいようと思っ

ています。あまり気取らずジーパンにTシャツとか、さらっと

１枚のワンピースを着たりとか。靴は絶対に履き慣れた歩き

やすいものを履きます！そこは譲れません！あと、基本は

リュックですね。なので全体的にモデルっぽくないと思いま

す（笑）。旅をする時は一人旅が多いので、自分が写真に写る

こともあまりなくて……。インスタに上げられるような映えて

とそういう目線でいると疲れちゃうんで、「ちょっとその土地

の課題を見てみよう」っていう時間を１時間でも2時間でも

設けて旅すると、何かを持って帰ってこられると思います。

それってSDGsの逆だなって思うんです。その土地の観光を

ひたすら消費するだけで、持続可能なものではないじゃな

いですか。

アムステルダムは軽くて自由な雰囲気を感じたって話した

んですけど、実は裏道とか入ると怖いこともあります。それ

と、私が直接感じた訳じゃないんですけど、戦争した歴史が

あるので私の（ドイツの）祖父母世代の人がオランダに行く

と、いまだにちょっと嫌な顔をされたりするっていうようなこ

とはあるそうです。戦争を経験している世代はやっぱりまだ

そういう感情があるんだなって。かと思えば、言葉を聞いて

いると私の父はケルンの出身なんですけど、ドイツ語のケ

ルン弁とオランダ語ってめちゃくちゃ似ているんですね。だ

から通訳なしでもお互いの言葉を喋っているだけで８割は

通じる、なんてこともあるんです。そういった些細なことにい

ろいろな気付きがありますね。

きっかけは高校の時の授業です。通っていた高校がSGH

（スーパーグローバルハイスクール）に指定されている学校

だったんですけど、そこで私たちが取り組んだテーマが「環

境」だったんです。研修の一環でドイツ・オーストリアを訪れ

てバイオマス発電や風力発電を見学したり、いろいろなゲ

ストの方をお招きしてお話を聞かせていただいたりする中

で、やっぱり未来を生きていく私たちの世代って環境問題を

はじめとしたSDGsのその他いろいろな目標っていうのは、

当たり前に取り組んでいかなくてはいけないことで、必要な

価値観だなっていうのを感じたのがきっかけです。

挙げるのは難しいですね。例えばドイツは政府が具体的な

環境目標をしっかりと設定していますよね。私も研修旅行で

先進的な取り組みを見て環境先進国だなと思ったんです。

でも、実際の街中を観察してみるとペットボトル飲料が当た

り前に飲まれていて、実は日本の方がよっぽどリサイクル率

が高かったりするんですよ。

急がないで一つひとつを丁寧にしていくことが本当に一番

サステイナブルに近づける道だなって思うんです。例えば

身の回りのもの、服を買うにしてもスーパーでお野菜を買う

にしても、その状態だけを見ないで、その裏にどんなもの

が、どのように作られて、どこからそこに運ばれる過程で、ど

んなトラックに載ってきたかとか、考えを巡らせるだけでも

全然違うと思うんですよね。そこに倫理的にちょっとおかし

いなっていう部分がある時に、ちょっと「んっ？」って思う部

分って誰でもあると思うんですね。でも知らなかったらなん

とも思わずにただ消費するだけになるので、一つひとつの

ことを丁寧にしていく、見ていく、過ごす、っていうのがやっ

ぱりサステイナブルというか、エシカル（倫理的）な社会に

近づく一歩なのかなと感じます。

「足るを知る」という感覚を
これからも大切にし続けたい

―モデルとして活動されているトラウデンさんにとって

も縁が深いファッション業界も、近年はエシカル

ファッション（生産に関わるすべての人と地球環境に

配慮したファッションのこと）への関心が高まってい

ますよね。

一つひとつの物事を丁寧に
見つめることが、SDGs実現の第一歩
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エシカルファッションは、私自身とても葛藤の多い領域で

す。いくらエシカルを謳った洋服を買っても、それを２～３

回しか着ないっていうのはエシカルじゃないですよね。そ

れに、素材に関しても、今はポリエステルとか化学繊維より

もコットンの方が良いって言われることもありますけど、

コットンを作る過程、綿花の栽培には大量の水が必要だっ

たり、安い賃金で働かされる子供がいたり、コットンだから

環境に良いっていう訳でもない。むしろコットンの方が環境

に悪かったりもするので、今すごくホットな話題というか、

盛り上がりを見せています。

個人的には、エシカルファッション、サステイナブルなファッ

ションを実現するには、“ひたすら消費し続けるだけで良い

のか”っていう根本に立ち返って、丁寧に服を選んで着るっ

ていう、ちょっと一歩立ち止まって考える必要があるかなと

考えています。ただ、今は“服を見せて、買ってもらう”という

お仕事をしているので、すごく私自身の中で葛藤はあります

ね。難しい……。

高校生の時にフードバンク活動※をしていて、そこで出会っ

た方から「足るを知る」という言葉を学んだんです。自分がい

かに恵まれているかというか、自分の身の回りにあるもので

自分の生活が成り立っているということに「足りているな」っ

て感覚、「満足できるな」っていう感覚。それはすごく幸せなこ

とですし、とても大事なことだなって思うんですね。今の世の

中のあり方だとどうしても消費をしなければいけない構造に

なっていますが、自分の幸せのためにも、「足りているな」っ

ていう感覚、「今、私はすごく幸せだな」って思える感覚を大

事にして生きていきたいな、と日々思っています。

ヘアメイク：KIKKU／スタイリスト：橘内茜／フォト：小林潤次(七彩工房)

※フードバンク活動…食品企業の製造工程で発生する包装の破損や過剰在庫、印字
ミスといった規格外の食品ロスを引き取り、福祉施設や生活困窮者の支援団体等へ
無料で届ける活動
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■近代建築と中世の町並み ふたつの顔をもつ独特の景観
■天才建築家が設計したゼロから生まれた未来都市
■1年に1度開催される世界遺産を舞台にした光のショー
■ハドソン・リバー沿いにたたずむ松ぼっくりみたいな不思議な建物
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本州最西端の海峡都市、
下関の歴史、文化、食。
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まるで映画の世界に飛び込んだみたい！
世界のリアルS F、近未来都市
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